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家屋に 

ヒバクシャ署名を今年も全力ですすめよう 
 

 

「
被
爆
者
が
先
頭
に
立
っ
て
、
今
こ
そ
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
を
集
め
よ
う
」
の
よ
び
か
け
に
応
え
た
「
大

阪
の
会
結
成
総
会
」
が
十
二
月
十
八
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
エ
ル
お
お
さ
か
の
会
場
に
は
、
百
五
十
人
が
参
加
。

広
島
・
長
崎
市
長
は
じ
め
府
下
三
十
三
自
治
体
首
長
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
取
材
も

あ
り
、
大
き
く
世
論
に
訴
え
た
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

 
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が 

 
 

世
界
を
動
か
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
会
の
呼
び
か
け
人
は

岸
和
田
、
吹
田
、
門
真
、
枚

方
、
寝
屋
川
市
の
原
爆
被
害

者
の
会
の
会
長
が
、
こ
の
九

月
に
呼
び
か
け
た
も
の
で

す
。
開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た

森
容
香
・
枚
方
の
会
会
長
は

 

十
月
二 

   

  
「
大
阪
の
会
」
結
成
総
会
盛
大
に

○新春６・９行動 

☆１月６日（土）１２時～ 

 

「
が
れ
き
の
中
か
ら
母
に
助

け
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
、

八
月
六
日
の
朝
を
証
言
し
ま

し
た
。
開
会
冒
頭
か
ら
被
爆

者
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
決
意

が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

  

マ
ス
コ
ミ
も 

 
 
 

大
き
く
報
道 

 
十
二
月
十
二
日
の
事
前
の 

  

 

○ヒバクシャ国際署名到達 

 （２０１７年１２月１４日現在） 

２６万８７８５筆 

新春のお慶びを 

おめでとうございます    申しあげます 

年になります。「ヒバクシャ国際署名」を

さらに広げ、核保有国を包囲して核兵器を

断念させ、「核の傘」にしがみつく日本政

府を非核の政府にかえましょう。憲法改悪

を許さず、憲法をくらしと政治に生かす社

会をつくりましょう。 
 今年１年、皆様のご多幸とご活躍を心よ

りお祈り申し上げ、新春のあいさつとさせ

ていただきます。本年もよろしくお願い申

しあげます。 

 

上本町近鉄百貨店前 

※年末・年始 事務所お休み １２月２６日～１月５日 

  昨年は、私たちの草の

根の運動を反映して核

兵器禁止条約の採択、Ｉ

ＣＡＮがノーベル平和

大阪原水協 
岩田幸雄・ 
理事長 

賞を受賞するなど画期

的な１年となりました。

今年は、より一層重要な

記
者
会
見
に
は
九
社
が
参
加
。

国
連
で
の
核
兵
器
禁
止
条
約

の
採
択
と
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
が
マ
ス
コ

ミ
の
大
き
な
関
心
を
生
ん
で

い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
集

会
も
毎
日
・
朝
日
新
聞
が
写
真

入
り
で
記
事
を
掲
載
し
ま
し

た
。
朝
日
放
送
テ
レ
ビ

も
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報

道
し
ま
し
た
。 

  

被
爆
者
運
動
の 

 
 
 

歴
史
的
使
命 

  

記
念
講
演
に
立
っ
た 

木
戸
季
市
・
日
本
被
団

ちひろカレンダー３７４１本感謝です！ 

協
事
務
局
長
は
、「
核
戦

争
を
起
こ
さ
せ
な
い
、

国
家
補
償
を
勝
ち
取
る

こ
れ
が
私
た
ち
の
歴
史

的
な
使
命
で
す
」
と
被

爆
者
運
動
を
力
強
く
強

調
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
府
民
過
半

数
の
署
名
を
集
め
よ
う

と
、
各
界
か
ら
決
意
の

表
明
。
最
後
に
、
大
阪

う
た
ご
え
協
議
会
の
み

な
さ
ん
の
リ
ー
ド
で

「
原
爆
許
す
ま
じ
」
を

斉
唱
。
幅
広
く
署
名
運

動
を
進
め
る
こ
と
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。 



２０１８年１月６日（土）   原 水 協 通 信（大版）     第８８７付録 第二面 

署名推進「大阪の会」への募金を訴えます 

 

会
費
な
し
で
募
金
で
活
動
支
え
ま
す 

 

十
二
月
十
八
日
、「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
推
進
大
阪
の
会
」
結
成

総
会
で
山
川
美
英
・
寝
屋
川
市
原

爆
被
害
者
の
会
会
長
は
、
集
会
ま

で
の
取
り
組
み
や
財
政
活
動
な
ど

の
基
調
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
活
動
と
組
織
に
つ
い

て
の
提
案
も
行
い
ま
し
た
。 

 

代
表
世
話
人
は
、
阪
口
善
次
郎

さ
ん
（
吹
田
市
原
爆
被
害
者
の
会

会
長
）、
山
川
美
英
さ
ん
（
寝
屋
川

市
原
爆
被
害
者
の
会
会
長
）、
安
田

正
幸
さ
ん
（
核
戦
争
防
止
国
際
医

師
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
大
阪
府

支
部
長
・
安
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

津
戸
真
弓
さ
ん
（
大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

運
営
委
員
）
、
中
北
龍
太
郎
さ
ん

（
し
な
い
、
さ
せ
な
い
！
戦
争
協

力
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
・
弁

護
士
）、
丹
波 

徹
さ
ん
（
大
阪
憲

法
会
議
幹
事
長
・
龍
谷
大
学
教
授
）

の
六
名
の
方
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
事
務
局
長
に
は
、
梅
田
章
二

さ
ん
（
日
本
反
核
法
律
家
協
会
理

事
・
弁
護
士
）
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
日
常
業
務
を
担
当
す
る
事
務

局
団
体
に
は
、
寝
屋
川
市
原
爆
被 

 

２０１８年関西原水協学校 

In 兵庫

☆関西原水協学校は 
兵庫、京都、滋賀、奈

良、和歌山、大阪の原

水協が力を合わせて

毎年開催する学習会

です。 

○開催場所 須磨温泉 「寿楼・別館臨水亭」 
○開催日 １月２７日（土）～２８日（日） 
○講義内容 
・１月２７日 第１講義 
「核兵器・憲法―日本の針路を解明する」 
 石川 康宏さん（神戸女学院大学教授） 
・１月２７日 第２講義 
「原爆症裁判から被爆者問題を考える」 
 藤原精吾さん（ノーモア・ヒバクシャ訴訟弁護

                   団長）

・１月２８日 第３講義 「次のステップへー核

兵器禁止条約を受けて」安井正和さん（日本原水

協事務局長）※全日程参加１７０００円、夕食交

流６０００円、各講義１０００円 

 

☆基調報告をする山川美英・寝屋川市原爆被害者の会 
会長（１２月１８日 エルおおさか） 

ヒバクシャ国際署名推進・大阪の会 

振込み口座；ゆうちょ銀行００９２０－３－２３７１９２

新
春
か
ら
し
っ
か
り
学
び
、
一
年
の
力
に
し
よ
う 

害
者
の
会
、
大
阪
原
水
協
、
大
阪

平
和
委
員
会
、
大
阪
民
医
連
の
四

団
体
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
の
活
動
を
支
え
る
財
政

活
動
は
、
会
費
制
を
取
ら
ず
、
賛

同
団
体
・
個
人
の
協
賛
金
と
寄
付

金
で
ま
か
な
っ
て
い
く
こ
と
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
団
体
は
、
一

口
三
千
円
、
個
人
一
口
千
円
を
募

り
、
可
能
で
あ
れ
ば
複
数
口
数
の

協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
大
阪
の
会
」
と
し
て
大

規
模
な
行
事
に
取
り
組
む
場
合

は
、
別
途
、
協
賛
金
、
協
力
金
を

呼
び
掛
け
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

お正月には 

のーんびり 

読書はいかが 

ですか？ 

☆「第五福竜丸は航海中」第五福竜丸平和協会 
  ２０００円 
☆「核兵器禁止条約の意義と課題」 
 富田宏治（関西学院大教授）１０００円 
☆「原水爆禁止２０１７年世界大会の記録」 
 ・日本語版 １５００円 

・英語版 ３０００円


